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１．はじめに 

 タンク等の水槽構造物の内面には，錆や亀裂の発生を防止するため，

一般的に防水塗装が実施され，タールエポキシのような瀝青質材料が多

く用いられている．構造物の供用終了後にこれらの塗装を剥離剤等で除

去することは困難であり，除去する場合には人力による鉄等の研掃（ブ

ラスト）材を叩き付けるショットブラスト工法等が用いられている．ま

た，発電所や工場等で扱う放射性物質や有害物質で汚染された塗装を除

去する場合には，簡易で除去効果が高く，かつ人体に影響が少ない除去

方法が求められている．そこで，新たに開発した塗膜剥離剤を塗布して

剥離後の塗装を早期に乾燥させ，ドライアイスブラスト等により母材を

傷つけず汚染された塗装のみを除去する技術の開発を目指した． 

２．現状の課題と技術開発のコンセプト 

現状における瀝青質材料の塗装除去技術の課題を以下に示す． 

① ショットブラスト工法では，塗装の除去に時間がかかる． 

② 瀝青質塗装材料の除去に適した剥離剤がない． 

③ 一般的な塗装に用いられる剥離剤は乾燥しにくいため，ケレン作

業中の作業員の被服に除去物が飛散及び吸着する． 

本除去技術を開発する際に考慮したコンセプトを以下に示す．  

① 塗装除去時の作業員が安全であり，除去物量が少なくまた作業員

の皮膚や被服等へ付着しないこと． 

② 施工速度が早く除去物の回収が容易であること． 

③ 簡易な方法であること．将来の機械化が可能であること． 

④ 母材を傷つけず、再塗装しやすいこと． 

３．本除去技術の特徴 

 本除去技術の手順は「塗膜剥離剤の塗布」→「剥離・乾燥」→「除去」

（図 1～3）であり，特徴は以下の通りである． 

① 塗膜剥離剤は引火性が低く火災の危険性が少ない．乾燥速度が早く塗装をパリパリの板海苔状とする． 

② 塗装乾燥後ドライアイスブラスト工法で除去することで, ブラス

ト材が軽量であり母材を傷つけない．また，気体に昇華し二次廃

棄物が発生しないため廃棄物の減容化が可能となる． 

４．実証試験 

① 特殊な塗膜剥離剤の開発と従来の剥離剤の比較 

 従来の剥離剤を用いた場合は剥離能力が小さく，瀝青質防水塗装には

ほとんど効果がなかった．一方ジクロロメタンを主成分とした新開発の

塗膜剥離剤では，剥離及び乾燥能力が高いことが確認できた（図 4）．  
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図 1 塗膜剥離剤の塗布状況 

 
図 2 瀝青質塗装の剥離状況 

 
図 3 ドライアイスブラスト工法

による除去 

 
図 4 剥離剤による剥離状況の比較 
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② 塗膜剥離剤の塗布方法 

 本試験ではタールエポキシ塗装を対象とした．塗膜剥離剤の塗布方法には刷毛，ローラー，スプレー塗り等

がある．ここでは塗膜剥離剤の粘性が大きいため刷毛，ローラー及びアプリケーター（棒状で剥離剤を延伸す

る治具）を用いて 1m
2あたりの除去時間（最大 240秒）を比較した．その結果，アプリケーターを用いた場合

が最も塗膜剥離剤の塗布厚が均一になり，塗装全体に浸潤・剥離することで除去時間が短くなった（図 5）．

③ 塗膜剥離剤が乾燥した後の塗装の除去方法 

塗膜剥離剤により母材から剥離された塗装は亀甲状になり，母材と接着した部位の吸着力が高く簡単には除

去できなかった．そこで除去方法として拭き取り，ワイヤーブラシ，サンドペーパー（＃70），ドライアイス

ブラスト等を選定し同様の試験を比較した結果，ドライアイスブラストが最も効率的であった（図 6）.ドライ

アイス粒を抜いた空気のみの吹付けを実施した場合は除去物が細断され

ず回収性が悪かった．また，塗膜剥離剤の効果を実証するためにドライ

アイスブラスト及びショットブラストの両工法に対して， 1m
2あたりの

除去時間を比較した．その結果，ドライアイスブラスト工法では塗膜剥

離剤を塗布した場合の除去時間の短縮効果が大きかったものの，ショッ

トブラスト工法ではあまり効果がなかった（表 1：塗装厚さ 250μm）． 

④ 揮発量の算定 

アクリル板を用いてタールエポキシ塗装を施し，塗膜剥離剤の塗布後

の重量を経時変化を測定した（図 7，8）．塗膜剥離剤については，揮発

により塗布直後に比べて 7～8%の重量減が認められた． 

⑤ 作業環境 

 ジクロロメタンの沸点は 40℃と低く,高温又は密閉された場所で使用

する場合には作業環境を確認する必要がある．本試験ではジクロロメタ

ンの濃度を VOC 測定器やガス検知器で測定した所，作業環境基準 50ppm

に対して 3ppm程度以下であった（図 9）． 

５．まとめと今後の課題 

『汚染物質が付着した塗装を瞬時に除去』できる本技術は，①除去廃

棄物量の減容化を図りたい，②洗浄水を使用したくない，③作業員への

影響を低減したい等の場合に有効である．新しく開発した特殊な塗膜剥

離剤は，瀝青質材料の塗装以外にも錆止めやウレタン塗装等多くの材料

に効果があることがわかった（図 10）．現在の塗膜剥離剤には①酸性で

あるため母材である金属が腐食しやすい，②機械化に向けて粘性がやや

高くスプレーガンで噴霧しにくい等の課題があり，今後はこれらに対応

できる塗膜剥離剤を開発し，社会のニーズをふまえながらトンネル内の

壁面・設備洗浄や鋼製橋梁の塗装除去等にも汎用性を広げて行きたい．  

表 1 ブラスト材の種類による

除去時間の比較（単位：分） 

除去方法 
塗膜剥離剤 除去時間

短縮効果 無 有 

ショットブラ

スト(鉄粒) 
24  12  1/2 

ドライアイス

ブラスト 
200  0.5  1/400 

   
図 5 塗布方法と除去時間の関係 

（除去方法：サンドペーパー） 

図 6 除去方法と除去時間の関係 

（塗布方法：アプリケーター） 

図 7 タールエポキシ塗装と 

塗膜剥離剤重量の経時変化 

 

 
ケレンによる 

除去廃棄物 

図 8 アクリル板による揮発試験 

 
図 9 検知器による作業環境の測定 

 
図 10 ウレタン塗装の剥離状況 

 

 

上塗 

下塗 

土木学会第70回年次学術講演会(平成27年9月)

 

-1482-

Ⅵ-741

 


